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資料 1 計画高水位（許容湛水位）の設定について 
 

 

本文対応ページ ： P-7 
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橋北地区における計画高水位（許容湛水位）TP+1.30m の設定 

 

「松江市街地治水計画」においては、松江市街地橋北地区を流れる松江堀川の計画高水位（許容湛水位）は、

床上浸水家屋がほとんど発生しない水位である T.P.+1.30m を目標としている。 

 

○ 住居用家屋の床高設定 

家屋の床高は、以下の理由から治水経済調査マニュアル（案）を基に設定する。 

・ 河川整備計画に位置づけている事業は全て治水事業であることから、一般にオーソライズされている

治水経済調査マニュアル（案）と異なる基準を適用することは対外的な説明が難しい。 

・ 基準以外の数値を採用し、便益が大きく算出されることとなった場合、恣意的な検討結果として評価

されるおそれがある。 

治水経済調査マニュアル（案）によると「居住用家屋、事業所建物のそれぞれの特徴を勘案して床高を設定す

ることとするが、居住用財産については、一般には建築基準法等との整合からメッシュ水深が 45cm 以上を床上浸

水とする。」とあるため、住居用家屋の床高は 45cm と設定する。 

 

○ 松江市街地（橋北地区）のメッシュ毎平均地盤高の抽出手順 

以下の手順で松江市街地（橋北地区）のメッシュのうち、検討対象となる平均地盤高が最も低いメッシュを

抽出した。 

１）松江市街地（橋北地区）を地形の状況に応じてメッシュ分割。 

  ・3,222 分割：別紙メッシュ分割図 

  ・都市計画図（1/2,500）を使用。 

２）メッシュ毎の平均地盤高の算出。 

・地盤高はＬＰデータ（2m メッシュ、DEM）を使用。 

３）メッシュ毎の家屋数を把握。 

  ・25m2 以下の建物は非住家とした。 

４）家屋を有するメッシュのうち平均地盤高が最も低いメッシュを抽出。 

 

○ 計画高水位（許容湛水位）の設定 

表 1 より、床上浸水解消を目標とした対象となる平均地盤高は、0.8～0.9m となる。 

 

① 江市街地（橋北地区）の検討対象エリアを対象に、家屋があるメッシュの平均地盤高を整理。 

② 家屋が存在するメッシュ平均地盤高の最小値は 0.86m。 

③ 松江市街地の家屋で床上浸水が発生しないような計画高水位として、住居用家屋の床高 45cm を考慮した

TP+1.30m を設定。 

0.86m ＋ 0.45m ＝ 1.31m ≒ 1.30m 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 松江市街地内の家屋が存在するメッシュ平均地盤高標高の調査結果 
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リージョン範囲 拡大図面区割図 
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橋南地区における計画高水位（許容湛水位）TP+1.40m の設定 

 

「松江市街地治水計画」においては、松江市街地橋南地区を流れる天神川の計画高水位は、床上浸水家屋がほ

とんど発生しない水位である T.P.+1.40m を目標としている。 

なお、TP+1.40m は既往の天神川河道計画における HWL と整合している。 

 

○ 住居用家屋の床高設定 

家屋の床高は、以下の理由から治水経済調査マニュアル（案）を基に設定する。 

・ 河川整備計画に位置づけている事業は全て治水事業であることから、一般にオーソライズされている

治水経済調査マニュアル（案）と異なる基準を適用することは対外的な説明が難しい。 

・ 基準以外の数値を採用し、便益が大きく算出されることとなった場合、恣意的な検討結果として評価

されるおそれがある。 

治水経済調査マニュアル（案）によると「居住用家屋、事業所建物のそれぞれの特徴を勘案して床高を設定す

ることとするが、居住用財産については、一般には建築基準法等との整合からメッシュ水深が 45cm 以上を床上浸

水とする。」とあるため、住居用家屋の床高は 45cm と設定する。 

 

○ 松江市街地（橋南地区）のメッシュ毎平均地盤高の抽出手順 

以下の手順で松江市街地（橋南地区）の対象範囲のメッシュについて平均地盤高を整理した。 

１）松江市街地（橋南地区）を地形の状況に応じてメッシュ分割。 

  ・2,398 分割：別紙メッシュ分割図 

  ・都市計画図（1/2,500）を使用。 

２）メッシュ毎の平均地盤高の算出。 

・地盤高はＬＰデータ（2m メッシュ、DEM）を使用。 

 

○ 計画高水位（許容湛水位）の設定 

前述で整理した平均地盤高から見れば、一部 TP+1.0m を下回る箇所もあるが、橋南地区全体にわたり、概ね地

盤高は、TP+1.0m 以上あるものと判断できる。 

このため、松江市街地（橋南地区）で床上浸水がほとんど発生しないような計画高水位として、TP+1.0m に床高

45cm を考慮した TP+1.40m を設定。 

1.00m ＋ 0.45m ＝ 1.45m ≒ 1.40m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 橋南地区のメッシュ平均地盤高標高の調査結果 

地盤高 

（TP+m） 

メッシュ数 

標高別 累加 

0.7 ～ 0.8 0 0 

0.8 ～ 0.9 2 2 

0.9 ～ 1.0 4 6 

1.0 ～ 1.1 2 8 

1.1 ～ 1.2 3 11 
 

メッシュ番号 平均地盤 家屋数 適用 

444 0.86288 0 道路 

754 0.81351 0 耕作地 

756 0.91424 4 耕作地 

宅地地盤は高い 

765 0.91292 0 耕作地 

770 0.99005 1 耕作地 

宅地地盤は高い 

1493 0.90841 0 耕作地 
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図 1 橋南地区 平均地盤高図 

 

一部、平均地盤高が TP+1.0m 未満
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図 2 橋南地区 メッシュ分割図（1） 
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図 2 橋南地区 メッシュ分割図（2） 
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図 2 橋南地区 メッシュ分割図（3） 
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図 2 橋南地区 メッシュ分割図（4） 
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図 2 橋南地区 メッシュ分割図（5） 
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図 2 橋南地区 メッシュ分割図（6） 
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図 2 橋南地区 メッシュ分割図（7） 
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表 3（1） 橋南地区メッシュ地盤高 
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表 3（2） 橋南地区メッシュ地盤高 

平均地盤高 
TP+1.0m 未満
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表 3（3） 橋南地区メッシュ地盤高 
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表 3（4） 橋南地区メッシュ地盤高 

平均地盤高 
TP+1.0m 未満 

資料－31



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3（5） 橋南地区メッシュ地盤高 
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表 3（6） 橋南地区メッシュ地盤高 
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表 3（7） 橋南地区メッシュ地盤高 

平均地盤高 
TP+1.0m 未満 
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表 3（8） 橋南地区メッシュ地盤高 
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表 3（9） 橋南地区メッシュ地盤高 
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表 3（10） 橋南地区メッシュ地盤高 
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資料 2 大橋川・朝酌川合流形状（下流ショートカット）に関する資料 
 

 

本文対応ページ ： P-7 
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朝酌川は事業費や環境面等の総合評価を行い、将来的には下流ショートカット

計画（手貝水門下流地点）で合流する計画とする。 
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大橋川、朝酌川合流部（手貝水門下流部） 

大橋川（剣先川）と朝酌川の合流部形状は、地元調整

および大橋川改修と調整して計画する。 

下流ショートカット計画（河川整備計画対応※1）

※1）斐伊川水系河川整備計画（H22.9 国土交通省策定）
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大橋川、朝酌川合流部（手貝水門下流部） 

大橋川（剣先川）と朝酌川の合流部形状は、地元調整

および大橋川改修と調整して計画する。 

下流ショートカット計画（河川整備基本方針対応※2）

※2）斐伊川水系河川整備基本方針（H21.3 国土交通省変更）
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資料 3 朝酌川のスタート水位と支川処理方法について  
 

 

本文対応ページ ： P-9 
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←CASE2 が下流ショートカット案
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資料 4 主要洪水の実績ハイエトグラフおよび実績水位ハイドログラフ 
 

 

本文対応ページ ： P-14 
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図 -1 （1） 実績洪水における雨量ピークと水位ピークの発生時刻の差 

 

 

図 -1（2） 実績洪水における雨量ピークと水位ピークの発生時刻の差 

 

資料－47



 
 

 

図 -1（3） 実績洪水における雨量ピークと水位ピークの発生時刻の差 

 

 

 

図 -1（4） 実績洪水における雨量ピークと水位ピークの発生時刻の差 
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図 -1（5） 実績洪水における雨量ピークと水位ピークの発生時刻の差 

 

 

 

図 -1（6） 実績洪水における雨量ピークと水位ピークの発生時刻の差 
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図 -1（7） 実績洪水における雨量ピークと水位ピークの発生時刻の差 

 

 

図 -1（8） 実績洪水における雨量ピークと水位ピークの発生時刻の差 
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図 -1（9） 実績洪水における雨量ピークと水位ピークの発生時刻の差 

 

 

図 -1（10） 実績洪水における雨量ピークと水位ピークの発生時刻の差 
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図 -1（11） 実績洪水における雨量ピークと水位ピークの発生時刻の差 

 

 

図 -1（12） 実績洪水における雨量ピークと水位ピークの発生時刻の差 
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資料 5 計画降雨波形（橋北地区）  
 

 

本文対応ページ ： P-34 
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図 -1 (1)  計画降雨波形(Ⅰ型引伸し) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 -1 (2)  計画降雨波形(Ⅰ型引伸し) 
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図 -1 (3)  計画降雨波形(Ⅰ型引伸し) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 -1 (4) 計画降雨波形(Ⅰ型引伸し) 
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図 -2 (1) 計画降雨波形(Ⅱ型引伸し) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 -2 (2) 計画降雨波形(Ⅱ型引伸し) 
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図 -2 (3) 計画降雨波形(Ⅱ型引伸し) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 -2 (4) 計画降雨波形(Ⅱ型引伸し) 
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資料 6 朝酌川改良工事全体計画書（H6.3 認可）の概要 
 

 

本文対応ページ ： P-38 他 
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資料 7 末次ポンプ場諸元 
 

 

本文対応ページ ： P-46 
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末次ポンプ場諸元 

末次ポンプは、導水および排水を行っており、それぞれのゲート操作は次に示す通りである。  

 

●浄化用水導入時 NO.1 ゲート：閉 NO.2 ゲート：開  

●自然排水時   NO.1 ゲート：開 NO.2 ゲート：開  

●内水排除時   NO.1 ゲート：開 NO.2 ゲート：閉  

  

表 1 末次ポンプ場のゲート諸元 

 

 

 

 

図 1 末次ポンプ場操作（浄化用水導水時） 

 

 

 

 

 

浄化用水導水時 
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図 2 末次ポンプ場操作（自然排水時） 

 

 

 

 

 

 

図 3 末次ポンプ場操作（機械排水時） 

自然排水時 機械排水時 
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資料 8 計画降雨波形（橋南地区）  
 

 

本文対応ページ ： P-90 
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図 1-(1)  計画降雨波形(Ⅱ型引伸し_40 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  計画降雨波形(Ⅱ型引伸し_40 分) 
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図 1- (3)  計画降雨波形(Ⅱ型引伸し_40 分) 

 

 

 

 

 

 

 

図 1- (4)  計画降雨波形(Ⅱ型引伸し_40 分) 
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資料 9 流出ハイドログラフ（橋南地区）  
 

 

本文対応ページ ： P-91 
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図 1-(1)  流出計算結果(S33.6.29_Ⅱ型(40min)_1/50 確率) 

 

 

 

図 1- (2) 流出計算結果(S36.8.9_Ⅱ型(40min)_1/50 確率) 

 

 

 

 

図 1- (3) 流出計算結果(S36.9.10_Ⅱ型(40min)_1/50 確率) 

 

 

 

図 1- (4) 流出計算結果(S39.7.16_Ⅱ型(40min)_1/50 確率) 

 

 

資料－69



 
 

 

 

図 1- (5) 流出計算結果(S49.7.10_Ⅱ型(40min)_1/50 確率) 

 

 

 

図 1- (6) 流出計算結果(S60.7.21_Ⅱ型(40min)_1/50 確率) 

 

 

 

 

図 1- (7) 流出計算結果(H7.7.21_Ⅱ型(40min)_1/50 確率) 

 

 

 

図 1- (8) 流出計算結果(H15.9.6_Ⅱ型(40min)_1/50 確率) 
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図 1- (9) 流出計算結果(H18.7.18_Ⅱ型(40min)_1/50 確率) 

 

 

 

図 1- (10) 流出計算結果(H21.7.19_Ⅱ型(40min)_1/50 確率) 
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